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QE for Lighting & Power V2.0.0  
リリースノート 
この度は、ルネサスソリューション・ツールキット － 各種アプリケーション対応開発支援ツール QE 

(Quick and Effective Tool Solution) 製品である、QE for Lighting & Power V2.0.0 をご使用いただきまして誠

にありがとうございます。  

このリリースノートでは、本製品のインストール方法および、制限事項等を記載しております。ご使用の

前に、必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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1. QE for Lighting & Power について 

1.1 製品の概要 
QE for Lighting & Power は、スマート照明およびデジタル電源システム向けソリューション開発を支援す

るツールです。本ツールは、ルネサスの照明システムライブラリ、リファレンスソリューションプログラ

ム、各種コンパイラ、および評価ボードとシームレスに連携します。本ツールを使用することで、照明通信

設定の構成や電源制御パラメータのリアルタイム調整が可能となり、シンプルかつ迅速で、より効率的なソ

リューション開発を実現できます。 

 

1.2 製品の機能 
主な機能は次の通りです。 

表 1.   製品の機能リスト 

機能 ルネサスボード使用時 カスタムボード使用時 

GUI による DALI プロトコル パラメータの設定 サポート サポート 

電源制御シミュレータを使ったシミュレーショ

ン 
サポート サポート対象外 

電源制御パラメータの評価ボードを使った評価 サポート サポート 

複数のコンパイラに対応したソースコードの生

成およびビルド 
サポート サポート 

ビルドしたプログラムの評価ボードへの書込み サポート サポート対象外 

 

1.3 新機能 
1.3.1 アプリケーションプログラムのダウンロード機能に対応 
 QE for Lighting & Power V2.0.0 より、Web サイトからアプリケーションプログラムをダウンロードで

きます。 

 
図 1-1.  [Web サイトからアプリケーションプログラムのダウンロードまたはアップデート]ボタン 
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1.3.2 電源制御シミュレーション機能に対応 
QE for Lighting & Power V2.0.0 より、シミュレーション機能をツール内に内蔵しました。ワンクリックで

シミュレーション機能を起動できるようになりました。パラメータの設定とシミュレーション結果をシミュ

レーションダイアログに表示します。 

 
図 1-2. 電源制御シミュレーション機能 

 

1.3.3 e2 studio プロジェクトに対応 
QE for Lighting & Power V2.0.0 より、e2 studio プロジェクトを対応しました。アプリケーションプログ

ラムに e2 studio プロジェクトが含まれている場合、QE for Lighting & Power で e2 studio プロジェクト用の

ソースコードを生成できます。e2 studio プロジェクトを使用する場合は、「[ウィンドウ] > [設定] > [QE for 
Lighting & Power]」メニューから e2 studio のインストール場所を指定してください。 

 
図 1-3. e2 studio のインストール場所を指定 

 

1.3.4 カスタムボードの電源制御の評価に対応 
QE for Lighting & Power V2.0.0 より、通信プログラムを提供します。ガイドに従ってプロジェクトに組み

込んでください。組み込み後、カスタムボードで電源制御パラメータをリアルタイムで評価できるようにな

ります。 
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図 1-4. カスタムボードの電源制御の評価 

 

1.3.5 Power Evaluation (QE)ビューと Power Configuration (QE)ビューの改善 
前バージョンでは、電源制御の評価は Power Evaluation (QE)ビューにありました。QE for Lighting & 

Power V2.0.0 より、新たに Power Configuration (QE)ビューを追加いたしました。この改善により、ワーク

フローが簡素になり操作が容易になりました。 

 
図 1-5. Power Evaluation (QE)ビューと Power Configuration (QE)ビュー 

 

1.3.6 IAR コンパイラの使用上の注意点を改善 
QE for Lighting & Power V2.0.0 より、IAR ライセンスの有効性チェックをサポートしました。ライセンス

が無効な場合は以下の操作ができません。 
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1. ワークフローで[評価用プログラムを評価ボードに書き込む]ボタンを押下したとき  
2. ワークフローで[ソースコードのビルド]ボタンを押下したとき 
 

1.3.7 評価用プログラムを評価ボードに書き込む際の制限を改善 
QE for Lighting & Power V2.0.0 より、Power Evaluation (QE) ビューを開いたままにしておかなくても、

[Variable Read/Write]の[変数リスト]タブの Address が更新できるように改善しました。 

 

1.4 動作環境 
 Windows 11 (64 ビット版) 

 Renesas Flash Programmer V3.11.02 

 RL78 スマート・コンフィグレータ V1.12.0 

 

1.5 サポート評価ボード 
サポートするデバイスと、それに対応する評価ボードは次の通りです。 

 
表 2.   デバイスと評価ボードのリスト 

デバイス 評価ボード 

RL78/G24  RL78/G24 DC/DC LED Control Evaluation 
Board 

(P/N: R7F101GLG2DFB) 

RL78/G24 Interleaved PFC + LLC Board 
400W 

カスタムボード 

 RL78/G22 

 RL78/G23  

 RL78/L23 

 

カスタムボード 
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2. インストール/アンインストールについて 

2.1 本製品のインストール方法 
QE for Lighting & Power は、zip 形式のパッケージで提供されます。本製品を使用するには、以下の手順

に従ってください。 

1. パソコンの任意の場所に zip ファイルを解凍します。 
注意:OS のプログラムフォルダー(C:\Program Files)の下には置かないでください。  

2. “\QE-Lighting-Power\eclipse\qe-lighting-power.exe”をダブルクリックして本製品を起動します。  
3. 本製品の初回起動時には、使用許諾のダイアログが表示されます。ライセンスの内容を確認し、「同意

する」または「同意しない」を選択してください。 

 

図 2-1.   使用許諾契約書のダイアログ 

 

4. 上記の手順で「同意する」を選択した場合、本製品は起動され使用することができます。 
上記の手順で「同意しない」を選択した場合、本製品を使用することができません。 

 

2.2 本製品のアップデート方法 
本製品を既にインストールしている場合には、インストール方法と同じ手順でアップデートできます。 

 

2.3 本製品のアンインストール方法 
QE for Lighting & Power の zip を解凍したフォルダを削除してください。  
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3. 注意事項/制限事項 

3.1 使用上の注意点 
以下の事項に注意してご使用ください。 

 

3.1.1 電源制御の評価の Variable Tuning の注意点 
1) RL78/G24 DC/DC LED Control Evaluation Board を選択したとき、[Lighting & Power ワー

クフロー (QE)] ビューの[電源制御の評価][ビルドの設定]のプログラムの種類で[FAA]を選択している

場合、[Power Evaluation (QE)]ビューの[Variable Tuning]の Y 軸に設定できるチャネルは最大で 4 つ

となります。もし[CPU]を選択している場合、最大で 8 つとなります。 

 

図 3-1(1).   FAA 選択時の Variable tuning 

2) [モニタリング時の時間を設定(ms)]で小さい時間を設定するとサンプリングレートがあが

り、大量のデータを評価ボードから取得することになります。PC の性能を超えた値を設定するとモ

ニタリング停止に影響を与える可能性があります。そのため、1000ms、500ms、200ms のいずれか

の値に設定することをお勧めします。 

 

図 3-1(2).   [モニタリング時の時間を設定(ms)]テキスト 
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もし、小さい時間を設定した場合は、コンソールにエラーメッセージを表示します。この場合は、

[モニタリングを停止します]ボタンを押下して停止してください。 

 
 図 3-1(3).   [モニタリングを停止します]ボタン 

 

3.1.2 DALI 設定のデフォルト値とプログラムの生成に関する注意点 
DALI の設定 UI のデフォルト値とプログラムの生成は、アプリケーションノート(RL78/G24 DALI-2 

Control Gear 基本(102) 調光(207) 調色(209) サンプルアプリケーション：R01AN7043JJ0100)に添付してあ

るサンプルプロジェクトに基づいています。DALI 製品を開発される際は、規格(IEC 62386)と使用目的に合

わせた動作への検討・変更を行い、十分に評価を行ってください。 

 

3.1.3 [Lighting ワークフロー (QE)]ビューを開く際の注意点 
WebView2 ランタイムが PC にインストールされていない場合、[Lighting ワークフロー (QE)]ビューを開

くことができません。 

対処： 

Microsoft 社の Web ページから WebView2（x64 版）をダウンロードし、インストールしてください。 

(Renesas の FAQ：3000670 を参照） 

 

3.1.4 統合 Renesas ライブラリに関する注意点 
以下の Renesas ライブラリは QE for Lighting & Power で使用しています。 

 RL78 ファミリ Control Gear ライブラリ ユーザーズマニュアル 基本(102)編
(R01US0535JJ0102) 

 RL78 ファミリ Control Gear ライブラリ ユーザーズマニュアル LED(207)編
(R01US0536JJ0102) 
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 RL78 ファミリ Control Gear ライブラリ ユーザーズマニュアル 調色(209)編
(R01US0537JJ0102) 

 Renesas Flash Driver RL78 Type 01 Package V1.20 for RL78/G2x 

 

3.1.5 スマート・コンフィグレータの使用上の注意点 
 カスタムボードを使用する場合は、ワークフローの[スマート・コンフィグレータによるドライバ・コー

ドの生成]ボタンを押下する前に[ウィンドウ>設定]メニューを押下、[Preferences]ダイアログの[QE for 
Lighting & Power]項目の[スマート・コンフィグレータの設定]でスマート・コンフィグレータのパスが正し

く設定できているかを確認してください。 
指定したインストール・パスが無効の場合、[スマート・コンフィグレータによるドライバ・コードの生

成]ボタンを押下してもスマート・コンフィグレータの起動に失敗したり、スマート・コンフィグレータ・

プロジェクトが正しくインポートできない場合があります。またそのときに、Console ビューに「スマー

ト・コンフィグレータを開くことができませんでした。もう一度お試しください。」とメッセージに表示し

ます。 

 

図 3-2.   [Preferences]ダイアログのスマート・コンフィグレータパスが無効な場合のエラーメッセージ 

 

3.1.6 電源制御シミュレータに関する注意点 
 Simulation time に大きな値を設定すると大量のシミュレーションデータを生成します。これは以下の 2

点に影響を与える可能性があります。 

1. シミュレーション実行時間が長くなります。  
2. メモリの使用量が増加します。シミュレーション時間が長すぎると PC のメモリ不足になり

エラーを出力する可能性があります。 
そのため、Simulation time は 5000ms 未満に設定することをおすすめします。 
 

3.1.7 IDE の構築に関する注意点 
 ルネサスボードを使用した場合のビルドには、以下の 3 つの IDE が利用できます。 
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1. CS+ for CC  
2. IAR Embedded Workbench for Renesas RL78 
3. e2 studio 
これらの IDE を使用する前に、該当するアプリケーションノート（APN）を参照し、[Preferences] ダイ

アログで IDE のパスを正しく設定してください。 

また、使用する IDE のバージョンが APN に記載されているバージョンと一致していることを確認してく

ださい。 

一致していない場合、［Variable Read/Write］機能が正しく動作しない可能性があります。 

 
図 3-3.   指定した IDE がアプリケーションノートの要件を満たしていないときのエラーメッセージ 

 

3.1.8 サンプルコードに適用されるライセンスに関する注意点  
 本ツールによって生成されるサンプルコードに適用されるライセンスが BSD-3-Clause に変更されまし 
た。 
 
BSD 3-Clause License  

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
-- Copyright 2025, Renesas Electronics Corporation and/or its affiliates 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that 
the following conditions are met: 

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

Neither the name of the copyright holder nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS “AS IS” AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 
ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS 
OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN 
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
 

3.1.9 e2 studio のビルドに関する注意点 
 “Renesas CCRL コンパイラ (e2 studio)”を使ってプロジェクトを構築するときに、[E2studioc] ダイアロ

グが表示される場合があります。本事象は、以下のいずれかの原因により発生する可能性があります。 
1) 対象プログラムにコンパイルエラーが含まれている場合 
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［現象］ 
[E2studioc]ダイアログを閉じた後、Console ビューにコンパイルエラーメッセージが表示されます。 

 注記: 対象プロジェクトを初めてビルドする場合、最初のビルドではコンパイルエラーメッセージ

が表示されないことがあります。この場合、再度ビルドを実行することで、Console ビューにエラ

ーメッセージが表示されます。 
 

［回避策］ 
Console ビューに表示される内容に従って問題を修正し、本ツールを使用してプロジェクトを再ビル

ドしてください。 
 

2) e2 studio のワークスペースで予期しない問題が発生した場合 
［回避策］ 
[<workspace>\qeLighting_gen\e2_qeBuild]フォルダを手動で削除した後、再度ビルドを実行してく

ださい。 

 
図 3-4.   “Renesas CCRL コンパイラ (e2 studio)”を使用してビルドしたときに出力されるエラーダイアロ

グ 

 

3.1.10 アプリケーションプログラムダウンロード機能に関する注意事項 
アプリケーションプログラムは、ルネサスの Web サイト上で公開された後にのみダウンロードできま

す。 

 QE for Lighting & Power V2.0.0 の初回リリース時点では、利用可能な APN がないため、Console ビュー

には以下のメッセージが表示されます。 

 
図 3-5 (1)  アプリケーションプログラムのダウンロードが利用できない場合のコンソールメッセージ 
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この場合、あらかじめインストールされている「RL78/G24 DALI-2 Control Gear 基本(102) 調光(207) 調
色(209) サンプルアプリケーション」または カスタムボード を使用してください。 

 
図 3-5 (2) アプリケーションプログラムのダウンロードが利用できない場合の利用可能な選択肢 

 

3.2 制限事項 
QE for Lighting & Power V2.0.0 には制限事項はありません。 
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4. Software Bill of Materials (SBOM) について 
本リリースでは、本製品に含まれる OSS コンポーネントおよびライセンス情報を明示するため、

Software Bill of Materials (SBOM) を公開しています。 

SBOM は SPDX Lite 形式で作成されており、本リリースノートとともに配布されている zip ファイルに含

まれています。 
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改定記録  

Rev. 発行日 
改定内容 

ページ ポイント 
1.00 Apr.15.26 - 新規作成 
1.10 Apr.27.26 3 1.1 製品の概要の記載内容を更新しました 

14 4. Software Bill of Materials (SBOM) についてを追加 
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュメントおよびテク

ニカルアップデートを参照してください。 

1. 静電気対策 

CMOS 製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS 製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の

際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアースを

施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS 製品を実装したボードについても同様の扱いをし

てください。 

2. 電源投入時の処置 

電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部リ

セット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオンリ

セット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. 電源オフ時における入力信号 

当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入に

より、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」について

の記載のある製品は、その内容を守ってください。 

4. 未使用端子の処理 

未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなって

います。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識さ

れて誤動作を起こす恐れがあります。 

5. クロックについて 

リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した

後に切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定

した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り

替え先のクロックが十分安定してから切り替えてください。 

6. 入力端子の印加波形 

入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS 製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）から VIH

（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH

（Min.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。 

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領

域）があります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

8. 製品間の相違について 

型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッシ

ュメモリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ幅射量などが異なる場合があ

ります。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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ご注意書き 
1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。回路、ソフトウェアお

よびこれらに関連する情報を使用する場合、お客様の責任において、お客様の機器・システムを設計ください。これらの使用に起因して生じた損害

（お客様または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

2. 当社製品または本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許

権、著作権その他の知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うもので

はありません。 

3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 

4. 当社製品を組み込んだ製品の輸出入、製造、販売、利用、配布その他の行為を行うにあたり、第三者保有の技術の利用に関するライセンスが必要と

なる場合、当該ライセンス取得の判断および取得はお客様の責任において行ってください。 

5. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改

変、複製、リバースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

6. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図

しております。 

 標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等 

 高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、金融端末基幹システム、各種安全制御装置等 

当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある

機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機器

と、海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これらの

用途に使用することは想定していません。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その責

任を負いません。 

7. あらゆる半導体製品は、外部攻撃からの安全性を 100％保証されているわけではありません。当社ハードウェア／ソフトウェア製品にはセキュリティ

対策が組み込まれているものもありますが、これによって、当社は、セキュリティ脆弱性または侵害（当社製品または当社製品が使用されているシ

ステムに対する不正アクセス・不正使用を含みますが、これに限りません。）から生じる責任を負うものではありません。当社は、当社製品または

当社製品が使用されたあらゆるシステムが、不正な改変、攻撃、ウイルス、干渉、ハッキング、データの破壊または窃盗その他の不正な侵入行為

（「脆弱性問題」といいます。）によって影響を受けないことを保証しません。当社は、脆弱性問題に起因しまたはこれに関連して生じた損害につ

いて、一切責任を負いません。また、法令において認められる限りにおいて、本資料および当社ハードウェア／ソフトウェア製品について、商品性

および特定目的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。 

8. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導

体デバイスの使用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の

範囲内でご使用ください。指定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切

その責任を負いません。 

9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする

場合があります。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を行

っておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客様

の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を行

ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってく

ださい。 

10. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用

を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことによ

り生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。 

11. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品お

よび技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、そ

れらの定めるところに従い必要な手続きを行ってください。 

12. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたしま

す。 

13. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。 

14. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。 

注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間接的に

支配する会社をいいます。 

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。 
 

(Rev.5.0-1  2020.10) 

 

本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ

窓口に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社

の商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰

属します。 
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